
1　研究目的

　前報 ( その１) では、住宅における通風性状の数値流体

解析手法として RANS( 標準ｋ -εモデル )と LES(Dynamic

型 Smagorinsky モデル )による単純住宅モデルを対象と

した解析を行い、通風時の単純住宅モデルの開口部付近に

おける気流性状及び室内気流性状の比較を行った。

　本報 ( その２) では１つの壁面に複数の開口部を有する

通風時の単純住宅モデルを対象に LES 解析を行い、開口部

付近における気流性状及び室内気流性状を解析し、変動気

流による住宅における通風性状の検討を行う。

2　研究概要

2.1　解析対象：表１に解析 case を、図１に単純住宅モデ

ルの平面図を示す。解析対象は前報 ( その１) と同様の単

純住宅モデルである。case1 では風上側壁面に、case2 で

は風下側壁面に、case3 では風向に対し平行な壁面に、そ

れぞれ開口部を２箇所ずつ設ける。開口部の大きさは１箇

所が 40mm( 高さ )× 40mm( 幅 ) とし、地表面から高さ 150

㎜の位置を開口部の中心とする。開口部同士の間隔は 130

㎜とする。解析領域も前報 (その１)と同様である。

2.2　解析条件：表２に解析条件を示す。本研究による

LES 解析には汎用数値流体解析ソフト STREAM ver. ９を使

用する。subgrid scale モデル (SGS モデル )は Dynamic

型 Smagorinsky モデルを使用し、等温解析で行う。壁面

境界条件には Werner-Wengle 型の境界条件を三層モデルに

拡張した条件式文６) を使用する。

　本研究における LES 解析は、先ず、開口部が無い単純住

宅モデルでドライバー領域を用いた流入変動流を作成する

ための解析 ( プレ解析 ) を行う。次に、作成した流入変

動気流を単純住宅モデルに対して流入させて解析 ( 本解

析 ) を行い、室内気流分布及び開口部付近における気流性

状の検討を行う。計算開始後 2.6[s] までをプレ解析とす

る。本解析開始後 2.0[s] はモデル開口部を開放してから

室内気流分布が形成されるまでの移行期間としてデータを

破棄し、4.6[s] ～ 7.8[s] までの 3.2[s] 間を本解析の解析

結果とし、平均風速ベクトルを算出する際の対象とする。

　本報 (その２)では前報 (その１)においてドライバー領

域により作成した流入変動気流を使用する。流入変動気流

のドライバー領域下流端部での基準高さ ( モデル軒高 : 地

表面から高さ300mm)における平均風速は3.74[m/s]である。

3　解析結果

3.1　風上側壁面に開口部を２箇所有する場合 (case1)：図

３に室内外風速ベクトル分布 (case1) を示す。流入変動風

により風上側の壁面に設けた２箇所の開口部から交互に気

流がモデル室内に流入する様子が観察される。瞬時流入風

速は 2.0[m/s] 程度であり、隣接する内壁面に向かって壁面

を沿うように単純住宅モデル内部に流入する。モデル内部

では室内全体で複雑な気流場を形成する。

3.2　風下側壁面に開口部を２箇所有する場合 (case2)：図

４に室内外風速ベクトル分布 (case2) を示す。単純住宅モ

デルの後流域における複雑な流れ場から交互にモデル内部

に流入する様子が観察される。瞬時流入風速は 1.3[m/s] 程

度である。

3.3　流れに対し平行な壁面に開口部を２箇所有する場合

(case3)：図５( １) に case3 における瞬時風速ベクトル
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表２　解析条件

表１　解析 case

case1 case2 case3
開口数 2 2 2

開口位置 風上側壁面 風下側壁面 風向に対し平行な壁面

図１　単純住宅モデルの平面図
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0.04×0.04=0.0016[m2]

Dynamic型　Smagorinskyモデル

7.8(x)×1.8(y)×1.8(z)[m]
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自然流出
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210(x)×148(y)×117(z)=3,636,360
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等温

日本建築学会大会学術講演梗概集 
（北海道） 2013 年 8 月 

 

―583―

41292



4.3　流れに対し平行な壁面に開口部を２箇所有する場合

(case3)

①風下側の開口部から断続的に気流が流入し、モデル内部 

  に流れ場を形成する。

②瞬時流入風速は 2.5[m/s] 程度であり、気流は開口部が

　存在する内壁面に沿って流入する。

③平均流入風速は 1.3[m/s] 程度である。モデル内部では室

　内全体を循環する流れ場を形成する。

(7.257[s]) を示す。流れに対して平行な壁面に設けた２

箇所の開口部の内、風下側の開口部から断続的に気流が流

入し、モデル内部に流れ場を形成する。瞬時流入風速は

2.5[m/s] 程度であり、気流は開口部が存在する内壁面に

沿って流入する。モデル内部では室内全体で複雑な気流場

を形成する。

　図５(２)に case3 における室内外平均風速ベクトルを示

す。風下側の開口部から気流が流入し、単純住宅モデル室

内に流れ場を形成する。平均流入風速は 1.3[m/s] 程度であ

る。モデル内部では室内全体を循環する流れ場を形成する。

4　まとめ

4.1　風上壁面に開口部を２箇所有する場合 (case1)

①風上側の壁面に設けた２箇所の開口部から交互に気流

　がモデル室内に流入する様子が観察される。

②瞬時流入風速は 2.5[m/s] 程度であり、隣接する内壁面に

　向かってモデル内部に流入する。

4.2　風下側壁面に開口部を２箇所有する場合 (case2)

①後流域における複雑な流れ場から交互にモデル内部に流

　入する様子が観察される。

②瞬時流入風速は 1.3[m/s] 程度である。
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図５　室内外風速ベクトル分布 (case3)図３　室内外風速ベクトル分布 (case1) 図４　室内外風速ベクトル分布 (case2)
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( ２)　瞬時風速ベクトル (7.744[s])
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( １)　瞬時風速ベクトル (7.288[s])

0.0　1.3　 2.5　3.8　 5.0[m/s]

風向

( １)　瞬時風速ベクトル (7.257[s])
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